
進 路 指 導 部 通 信 

 

さて、進路指導部通信は、進路に関する授業や行事の様子、施設情報等、進路希望調査で質問のあった項目を参考に 

様々な情報提供をしていきます。 

まず、第１号は、進路指導に関する全体構想をご紹介します。学校での日々の学習が進路指導と密接に関わっており、 

積み重ねが大切であること、高等部卒業後の進路選択についての概要をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学部】                   【中学部】                 【高等部】 

○働くことの大切さが分かる児童 

・家庭、学校生活に必要な基礎的な習慣

づくり 

・元気な挨拶 

・基礎体力の育成 

・文字に対する興味 

・時計に対する関心 

・お金の種類と簡単な買い物 

・お手伝い 

・係活動や当番活動 

・いろいろな遊び 

・作業学習や仕事への興味関心 

・商店や公共機関への興味関心 

 

○働くことに意欲をもち、よりよい社会

生活ができる生徒 

・職業生活に向けた基本的な習慣の基

礎づくり 

・身だしなみ 

・時と場に応じた挨拶 

・働くための体力の育成 

・簡単な日記や手紙等の読み書き 

・時計やタイマーの活用 

・お金の計算と簡単な買い物 

・いろいろな職業への興味関心 

・見学や体験に基づいたよりよい選択 

・将来への夢や、憧れの職業 

 

○働くことの意義や喜びを知り、充実し

た社会生活を送ることができる生徒 

・職業生活に必要な実践的な習慣づく

り 

・スケジュールに合わせた行動 

・場や状況に応じた言葉遣い、服装、身

だしなみ 

・社会の制度やサービスの理解と活用 

・働くための体力、持続力、健康管理 

・時刻表の利用やスケジュール立案 

・金銭管理 

・役割の理解と働くことの意義 

・将来設計に基づいた余暇活動 

・主体的な進路選択 

◆ 各クラスにおける清掃及び 

リサイクル活動等 

◆ 校外学習 

◆ 働く週間 

◆ 施設・職場見学 

◆ 地域の人材を活用した授業 

◆ 産業現場等における実習 

◆ 施設・職場見学 

◆ 職業教育の推進（作業体験学習、 

地域の人材を活用した授業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進路指導部目標 

 

１ 児童生徒が自らの生き方を考え、社会的・職業的自立ができるよう、必要な基盤となる能力や

態度を培う。 

 

２ 児童生徒の個性を伸張しながら、家庭及び関係機関との連携を密にして、自らが主体的に進路

を選択できるよう支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【医療】 

各医療機関等 

【障害者手帳等の手続き・相談】 

弘前市役所障がい福祉課、各市役所、 

各町村役場､弘前児童相談所 

【障害者施設等】 

弘前市内入所施設、通勤寮、グループホーム、地域生活支

援事業（相談支援事業、日中一時支援事業等） 

【学校の支援】 

フォローアップ支援、保護者との連携、情報交換、家庭への支援、

学校行事への招待、関係機関との連携、卒業生への追跡調査 

卒
業
後
の
生
活 

【一般就労】 

 

 

【福祉サービスの利用】 

 就労移行支援 

 就労継続支援Ａ型 

 就労継続支援Ｂ型 

 自立訓練 

 生活介護 

 

令和５年６月２０日  Ｎｏ．１ 

青森県立弘前第一養護学校 

進 路 指 導 部 

本校における進路指導 

    ～小・中・高の一貫した進路指導～ 

      青森県立弘前第一養護学校               

他校高等部へ進学するという選択肢もあります。 

【進学】                    

障害者職業訓練校等 

【支援機関】                                      

公共職業安定所（ハローワーク） 

津軽障害者就業・生活支援センター 

障害者就業・生活支援センター月見野 

青森障害者職業センター 

つがる地区障害者就労支援連絡会（さくらジョブネット） 

弘前市障害者生活支援センター 

各相談支援事業所 
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施 設 情 報            ※施設紹介パンフレット・ホームページより 

就労移行支援事業所 キャリアカレッジみらいと 

連  絡  先 
〒０３６－８００２ 弘前市駅前町３丁目１５－５ 大中ビル１階 

０１７２－５５－７０９９ 

サービスの内容 

○就労移行支援 

１ 動画で学習するｅラーニング 

・動画アプリ manabyを使用して、スキルや問題解決能力を身に付ける。 

２ キャリア・コンサルタントによる就職支援 

・国家資格「キャリア・コンサルタント」の専門知識を有するスタッフが就職を

サポートする。 

３ 実務研修の実施 

・地元企業の協力のもと、封入作業、製本作業、データベース入力、デザインの研

修を行っている。 

４ 資格取得 

・サーティファイ※の認定試験会場となっており、Word、Excel、PowerPoint、

Photoshop、illustratorを受検できる。 

※オフィスソフト等、ビジネスの能力を証明する資格 

利 用 期 間 原則２年間 

費 用 ほぼ自己負担額０円 ※世帯所得に応じて変わるため、市町村へ要問合せ 

営業時間・定休日 
【営業時間】１０：００～１８：００ 

【定 休 日】土・日・祝日 

そ の 他 

・Ｒ４．１２．１２ 就労移行支援事業所「キャリアカレッジみらいと」開所 

・Ｒ５．３．６ 相談支援事業所みらいと 開所 

・Ｒ５．５．１ 放課後等デイサービス「わくわくスペースみらいと」開所 

 

 

  さくらジョブネットより 

つがる地区障害者就労支援連絡会（愛称「さくらジョブネット」）は、「障害者の福祉の向

上」「雇用促進と就労の安定」を図ることを目的として平成１４年に発足しました。令和３年

度、創立２０周年を迎えました。今年度は、７月３１日（月）に福祉施設合同説明会、８月

２５日（金）に講演会等が予定されています。 

 

 

施 設 情 報               ※施設紹介パンフレット・ホームページより 

社会福祉法人抱民舎 就労継続支援Ｂ型事業所 ゆいまある 

連  絡  先 

〒０３６－８３７３ 弘前市藤代字平田１４－２ 

【パン製造部門】 ０１７２－３９－１９５５ 

【就労促進部門】 ０１７２－８８－８０７１ ※新設 

サービスの内容 

○就労継続支援Ｂ型 

【パン製造部門】・パンの製造 

【就労促進部門】・ビジネスマナーやストレスマネジメント等 

・ピッキング作業やデータ入力等  

定 員 ・ 費 用 
【定員】２０名 

【昼食】１食３２０～３８０円 

利 用 時 間 
【パン製造部門】８：３０～１５：３０ 

【就労促進部門】９：００～１５：００ 

出 勤 方 法 自力通勤、送迎（要相談） 

工 賃 時給８５円～１５０円 

そ の 他 

Ｒ５．４．１から就労促進部門を新設したそうです。就労移行支援「クレッシェンド」

がＲ５．３．３１でサービス提供終了となり、同サービスの内容を「ゆいまある」に

おいて実施することにしたそうです。就労継続支援Ｂ型の利用者がＡ型へ移行できる

ことを目指していきたいとのことです。 ※盛聞き取り情報 

 

 

 

進路指導部では、今年度も校内進路研修会を開催します。進路に関わる言葉
である、就労継続支援Ａ型、Ｂ型、生活介護、就労移行支援、これらはなかな
か覚えにくく、イメージしづらい言葉かと思います。研修会では、そのような
言葉の説明も予定しています。また、企業や施設で活躍している卒業生のお話
を聞くことができるよい機会です。今年度は高等部校舎で開催しますので、ぜ
ひご参加ください。 
■日時 令和５年９月２９日（金）９：３０〜１１：５５ 
■場所 高等部校舎体育館 
    ※詳細は後日ご案内します。     進路指導主事 盛 寿寛 


